
岩櫃城跡（吾妻郡東吾妻町） 築城年代：鎌倉時代、築城者：吾妻氏

いわびつじょうあと
ここはJR吾妻線の郷原駅/右上に岩櫃山の岩肌がそそり立つ



　　　　　岩櫃城跡はこの岩肌の右手中腹に展開する



　　　　　　岩肌をアップで見る



　　　　　駅前にあった説明坂/「郷原遺跡」と「岩櫃鷹の巣岩陰遺跡」について記されている



　さて、ここは岩櫃山への平沢登山口駐車場/ここを左手に進む



　　　　　正面の建物は観光案内所



　観光案内所を過ぎて右手に進み、前方を左手に登っていく



　　ここが「城の口」で、岩櫃山への登山口になるのだが、途中の中腹に岩櫃城跡が展開している/左手に登山口休憩所がある





　パンフレット等が所狭しと置いてある



　　右手に「吾妻町指定史跡　岩櫃城跡」と記された標柱が立つ/説明坂もある





　　　　　現在地から「中城」を通って「二の丸」、「本丸」（この図では左の「虎口」と記された方向）へと進んででみる/図の上が北方向

　　　　西 　　東

南





これは現在地から見た平沢集落/根小屋地区であったようだ



　さて、左は岩櫃城本丸跡、右は岩櫃山方面/左手に折れて「中城」方向へと登っていく/右手の道は後ほど行ってみることとする





こんな看板が！



　　　　　ここからは斜面が段切状になっていて、曲輪群が置かれていたらしい



　　　右手を見るとその斜面の足元に堀跡が延びている



更に登っていく



突き当たりの上が「中城」と呼ばれる所



　　左手を見ると堀跡が延びている



　こんな感じ/この先で堀跡は左手に折れて山裾へ下っている



反対に右手を見たところ/同じく堀跡が延びている/「中城」のエリアからその先は「二の丸」方向へ続いている



　さて、突き当たりを左手に折れて登る



　　　　　　この右手が「中城」



こんな感じ/なだらかな斜面となっている/上の方に平場がある



「中城跡」とある



　　更に進む



　　　正面を右手に登っていくと「二の丸」、「本丸」方面



　　まっすぐ進んだ場合は左下のエリアに「海野屋敷」（「殿邸」とも）があるようだ



「二の丸」、「本丸」へはここを登っていく/この道も堀跡（竪堀）の一つ/案内図がある





　　　　　　振り返るとこの竪堀跡は斜面を下っている



　　　さて、竪堀跡を登って行こう/右手が「中城」エリア



　　途中、やや左手にクランクする



そこで右手を見ると上に平場がある/ここが先ほど見た「中城」のなだらかな斜面上の平場で、「中城」を含めて「三の丸」とされる



　　そこから「中城」のゆるやかな斜面を見降ろしたところ



　また、左手を見ると下に堀跡がある



　　　　更に左手を見たところ/堀跡は斜面を下っていく



　さて、「二の丸」、「本丸」を目指そう



　　竪堀跡もようやく緩やかな堀跡になった/この右手に「二の丸」、「本丸」がある



　　　　　　ベンチがある/右手の階段を登っていくと「二の丸」、「本丸」がある



　　　　　右手をベンチから見たところ/堀跡の上に平場があり、更に堀跡（竪堀跡）を挟んだ向こうに「本丸」がある/「二の丸」は写真の右手方向



さて、「二の丸」、「本丸」へと階段を登ろう/左上の所が「本丸」



　　左手を見たところ/これがベンチから見た堀跡上の平場で「本丸」南の「腰曲輪」/右手の上が「本丸」



　正面の上が「本丸」/その手前は堀跡（竪堀跡）となっている



　これは右手の「二の丸」を見たところ



　これは「二の丸」から堀跡を挟んで「本丸」を見上げたところ



　　少し左手を見たところ/左手の白い標柱には「二の丸跡」とある/堀跡は右手に折れながら下っている



　　　　堀底に降りて見たところ



　　　　こんな感じで下っていく



そして竪堀となって南方向へ下っていく



　　　反対に北方向を見たところ



　　その先は急斜面となっている



　　これは「本丸」への階段を登って「二の丸」を見たところ



　これは「二の丸」から北の方角を見たところ/下は平沢集落



　　　　さて、これが「本丸」への階段を登るとこんな感じ



さて、これが「本丸」への階段を登った所/東屋が建っている/その前方は一段高くなっていて、そこに城址碑があり、そこが「本丸」



　　左手を見たところ/この平場は「腰曲輪」のようだ/前方に標柱が立っている



　　　　「竪堀」とある/先ほどの「二の丸」と「本丸」を区切る堀跡が南方向に下って竪堀跡となるもの



　　こんな感じ



遠景を見たところ



　　　　さて、この先も平場が続く



　　　こんな感じ/この先には「南桝形虎口」があるらしい



　左手には「腰曲輪」の表示がある/「南桝形虎口と二の丸から本丸に登る通路で本丸南面を守る郭」とある



　さて、一段高くなった城址碑のある「本丸」へ登ってみよう



　　　　　　この平場が「本丸」









　　　　　　こんなものもあった



これは東屋の背後（北側）にある土塁



　　　　　　左手を見ると土塁は西方向にも続いている



　　右手（北側）は急斜面となっている/左手は「腰曲輪」



　　「腰曲輪」から見たところ/この先も西方向に延びている



　　　振り返って見たところ/右手が「本丸」及び「腰曲輪」



　　この先（西方向）に行ってみよう



　　　　　ここが「本丸」の北西側にある「北桝形虎口」





　　こんな感じ/前方方向が「本丸」



　　　前方方向が「本丸」/左手下が「北桝形虎口」/また、右手の方には「南桝形虎口」があるようだ



　　　　　ここが「南桝形虎口」





　　こんな感じ/前方方向が「本丸」



　　　　そこで「腰曲輪」の南側下を見ると堀跡が見える



その堀底へ降りて東方向を見たところ



　　　　　土塁上から見たところ



　　　　　東方向へ進むと先ほどの竪堀跡が見えてくる



　　　　　左手上が「本丸」方向



　　　　　　その竪堀跡を「本丸」方向に見上げたところ



振り返ると竪堀跡が南方向に下っていく



　　さて、「本丸」の西側の「北桝形虎口」があった所から更に西方向に登って行こう



　　　一段登り切ると平場がある/ここも曲輪であろうか



　　こんな感じ



上から見たところ



　更に西方向にもう一段高い所がある



　　平場となっている/これも曲輪であろうか/前方が西方向



　　　　　　こんな岩があちこちに突き出ている/南面



　　　こちらは北面/この方向の下へは堀跡があり、「一の木戸」へと続くようだ



　　　　　　西方向を見たところ/この先は岩櫃山の山頂へとつながるようが



　　　岩櫃山の山頂を見たところ



　　　　岩肌がそそり立っている



さて、これはこの二つの曲輪の北側下にある堀跡を見たところ



　　さて、「城の口」に戻って、今度は「中城」（左手）ではなく、右手を進んでみよう



　　この道は堀跡でクランクしながら西方向に延びている



　　　　曲がり角にある「竪堀」/「この空堀も通路でここで中城から来る竪堀を受ける」と記されている



　　こんな感じ



　　更に進もう



　左手は山の斜面だが、右手は緩やかな段切状になっている



　　こんな感じ



　そこに「志摩小屋（水曲輪）」と記された標柱が立っている



　　更にこの先は「一の木戸」へと続くようだが、時間切れで引き返すこととする



　　　　　振り返って見たところ



　　　　　　さて、正面を登ったエリアは「城の口」のすぐ東側にある「天狗丸」



　　　　　岩櫃神社もあるようだ



　　　　　　この辺りが「天狗丸」か/正面の高い木々の所に岩櫃神社がある/北東方向を見たところ



　振り返ると向こうに岩櫃山が見える



　　右手を見ると平沢集落が見える



　　　ここが岩櫃神社/御祭神の斎藤佐太郎基国命は関ヶ原敗戦後、昌幸・幸村父子に伴い紀州へ従った275人の1人という



　　　拝殿



　　　本殿



　さて、今度は密岩神社に行ってみよう



　　　　　右手前方がその場所



　　　その更に右手の間近には岩櫃山の岩肌が見える



ここが密岩神社





　　







　　　　さて、岩肌に沿って次の潜龍院跡へ行ってみよう



　　　　ここを右手に曲がっていく



　　　　岩肌が益々近づいてくる



　　　　　　アップで見たところ/この岩の上に弥生時代の再葬墓跡である「岩櫃鷹の巣岩陰遺跡」があったとは驚きである



　　　　　この右手の山腹に岩櫃城跡が展開している



　　　「クマ出没地」とあるが・・・



　　先へ進もう/虎口のような感じ



　　　　　少し進むと開けてきた



　　　　　ここからも岩櫃山への登山ルートとなっている



　　　　　　そしてこのエリアが潜龍院跡





　　　　　　広大な平場となっている/この更に先には郷原城跡があるようだ



　　　　　反対側から見たところ







　　　　　帰路に就くことにする/やはりこれは防御地形
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